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この資料は、2023年 1月 27日に弊社ブログ Indexology®に掲載された文書の翻訳版です。英語版と日本語版の間

に内容の相違がある場合は英語版をご参照下さい。  

英語版：https://www.indexologyblog.com/2023/01/27/gics-changes-are-approaching/ 

 

2023年 3月 17日の取引終了後から、世界産業分類基準（GICS®）構成の変更が有効となり、GICS Direct及び

S&P ダウ・ジョーンズ・インデックスの指数においてこの変更内容が反映されます。これらの変更はほとんどのセ

クターに影響を及ぼすため、S&P 500のセクター・ウェイトも変わることになります。例えば、図表 1では既存の

GICS分類に基づく S&P 500のセクター・ウェイトと、新たな GICS分類が有効になったと仮定した場合の S&P 

500のセクター・ウェイトを比較しています（2022年末時点）。新たな GICS分類では、情報技術セクターと一般

消費財・サービス・セクターのウェイトが低下する一方で、金融セクターと資本財・サービス・セクターのウェイ

トが上昇します。本ブログでは主な変更点の概要を紹介します。 

 

 

図表 1：GICS 構成の変更は S&P 500 のセクター・ウェイトに影響を与える 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2022年 12月 30日現在のデータ。影響を受ける企業の全リスト

（2022年 12月 30日発表）に基づいています。コーポレート・イベントなどに関する見直しが継続的に行われてい

るため、今回の GICS構成の変更が有効になる前に、新たな企業分類が変更される場合があります。図表は説明目的

のために提示されています。 
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GICSが世界の株式市場を正確に反映するよう、GICSの見直しを毎年行っている 

1999年に開発された GICSは、企業を分類するための一貫した枠組みであり、世界各国のセクター及び産業の比較

を可能とする分類基準です。売上高、収益、及び市場認識に基づいて各企業の主な事業活動を定義し、これに従っ

て各企業に産業サブグループを割り当てます。GICSは、セクター、産業グループ、産業、及び産業サブグループ

の 4つの階層で構成されており、最も細分化された階層である産業サブグループの割り当てが決まれば、その上部

の階層であるセクター、産業グループ、及び産業の分類も決まります。当社では GICSの見直しを毎年行い、GICS

の構成が世界の株式市場を正確に反映するように努めています。 

図表 2に示されているように、GICSは長年にわたり何度もアップデートを重ねてきました。例えば、2016年には

単独のセクターとして不動産セクターを創設し、2018年には電気通信サービス・セクターをコミュニケーショ

ン・サービス・セクターに改称しました。今回の GICS構成の変更はほとんどのセクターに影響を及ぼすものであ

り、変更後の GICSは 11のセクター、25の産業グループ、74の産業、163の産業サブグループで構成されます。 

 

図表 2：GICS 構成の変更は珍しいことではない 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2022年 12月 30日現在のデータ。表は説明目的のために提示されています。 
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小売業界を取り巻く環境の変化を反映するため、一般消費財・サービス・セクターと生活必需品セクターをアップ

デート 

2023年 3月の重要なアップデートの 1つは、販売商品の性質に基づいて小売業者を分類したことです（これまで

は、製品またはサービスを提供するために使用されるテクノロジーに基づいて分類していた）。このアップデート

を行った背景には、製品を販売する上でオムニチャネルのアプローチを追求する小売業者が増えており、結果とし

て既存のセグメント間の違いが小さくなっていることがあります。 

図表 3では、一般消費財・サービス・セクター及び生活必需品セクターへの影響をまとめています。例えば、総合

小売り及び百貨店の産業サブグループを 1つに統合し、「大規模小売り」という名称の新たな産業サブグループを

創設します。まもなく廃止される「インターネット販売・通信販売」の産業サブグループに分類されていた一部の

企業（例えば、Amazonや eBayなど）は、この「大規模小売り」に分類されます。売上高または利益の大半を生

活必需品（食品、家庭用品、及びパーソナル用品など）から生み出している小売業者は、生活必需品セクターに再

分類されます。 

 

図表 3：小売業者が再分類され、一般消費財・サービス・セクター及び生活必需品セクターに

影響が及ぶ 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2022年 12月 30日現在のデータ。表は説明目的のために提示されています。

今回アップデートされる GICS構成は網掛け表示されています。 



一部の情報技術会社は他のセクターに再分類される 

今回の GICS構成の変更により、情報技術セクターにも影響が及びます。「情報処理・外注サービス」の産業サブ

グループは、その他のセクターにおける事業支援活動と密接に関係しているため、この産業サブグループは廃止さ

れます。この産業サブグループに分類されていた企業は、資本財・サービス・セクター内の新たな産業サブグルー

プ（定義のアップデート）または「人事・雇用サービス」、金融セクター内の「取引・決済処理サービス」、また

は一般消費財・サービス・セクター内の「ホテル・リゾート・クルーズ船」に再分類されます。 

今回の GICS構成の変更により、指数のセクター・ウェイトにも影響が及びます。例えば、2023年 1月時点におい

て「情報処理・外注サービス」の産業サブグループは S&P 500のウェイトの約 3%を占めており、S&P 500におけ

る大手 IT企業 10社のうちの 2社（Visaおよび Mastercard）が金融セクターに再分類されます。 

 

 

 

図表 4：いくつかの IT 企業が再分類され、金融セクター及び資本財・サービス・セクターがアッ

プデートされる 

出所：S&P ダウ・ジョーンズ・インデックス LLC。2022年 12月 30日現在のデータ。表は説明目的のために提示されています。

今回アップデートされる GICS構成は網掛け表示されています。 



その他では、今回の GICS構成の変更により、運輸、銀行、及び貯蓄・抵当・不動産金融の分類がアップデートさ

れるとともに、不動産投資信託（REIT）の分類が細分化されます。 

GICS構成の最新の改訂に関する詳細については、こちらを参照ください。現在及び過去の GICS分類（定義を含

む）については、こちらからダウンロードできます。 

 

このブログの記事は意見であり、助言ではありません。免責条項をお読み下さい。  
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S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、各事業部の活動の独立性と客観性を維持するために、それぞれの活動を他から隔離しています。その結果、

S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスの一部の事業部は、他の事業部では入手できない情報を保有する可能性があります。S&Pダウ・ジョーンズ・イ
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さらに、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックスは、広範なサービスを、証券の発行体、投資顧問会社、証券会社、投資銀行、その他の金融機関及び金

融仲介業者など多くの組織に提供しています。したがって、これらの組織から報酬その他の経済的便益を受ける可能性があります。これらの組織に

は、証券やサービスを推奨し、格付け評価し、モデルポートフォリオに組入れ、評価するか別の対応を行う組織が含まれます。 
 
 

最新のブログ 「Indexology」（英語）をご覧になりたい方は、こちらのサイト

www.indexologyblog.com よりご登録いただけますと、更新の都度メッセージが届きます。 
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